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新 年 の ご挨 拶

明けましておめでとうございます。皆様におか

れましては、きっと 「今年こそは」という新たな

決意でお迎えになったのではないかと推察いたし

ます。

昨年は年初のSARSに 続いて冷夏に見舞われ、

産業や観光は大打撃を受けました。やっと最近で

は、国内の景気動向指数が 「上昇傾向」であると

報道され、誠に喜ばしく思います。一方、気がか

りだったことは工場やタンク火災事故、ロケット

のトラブル等が続き、 IT化 の進歩と設備と人の

ミスマッチ等がささやかれ、技術の信頼性が揺ら

ぎかねない点です。

我々は、昨年NPO法 人として再出発しました。

平成 7年 に 「ToS会 」としてllH北九州テクノセ

ンターの協力 ・支援団体として、技術調査や中小

企業の皆さんの相談 ・助言 。指導等また大学 。高

専等の研究シーズを民間企業へ技術移転 (TLO)

のサポー トおよび中小企業事業団の委託事業等を

行ってまいりました。平成14年4月 その主要業務

が0北 九州産業学術推進機構 (FAIS)へ 移管

を期に、これまでのノウハウをベースに委託事業

や社会的な認知団体として、産業振興に貢献する

目的をもって昨年4月 NPO法 人化しました。ス

タートして 8ヶ 月余を過ぎましたが何分認知度も

低く、また関係機関の組織改正もあり、PRに 努

めておりますが思うような事業にはいたらず、苦

節の時期を過ごす状況になっております。我々は

会 長 秦 吉  昭

部会制をしき、新組織で今年こそはと決意を新た

にしておるところです。

企業の皆さんには、我々NPO北 九州テクノサ

ポー トが抱えております豊富な人材や知識、技術、

経験、ノウハウを是非活用して頂きたいと思いま

す。困っている課題やよろず相談を気軽に申しつ

けくだされば幸いです。今後、訪間の節はよろし

くお願いします。我々で解決できないものは、他

の機関や他の地域等と連絡し、誠心誠意対処し協

力いたします。特に近年の類似事故や トラブルは

謙虚に受け止め、我々の知恵やノウハウを活かし

て欲しいと思います。技術や信頼性を是非取り戻

したいものです。

行政や公的機関および大学、高専にはこれまで

以上に関係を密にして、また企業の皆さんとは適

確な連携をはかり、 ITの 実践化を図りながら、

産業振興や環境問題等に積極的に取り組み、お役

に立てるよう社会貢献の一翼を担いたいと決意し

ております。

我々は行政や公的機関、企業の皆さんの要請に

応えるためにも、時代の背景や流れ、ニーズ等を

しっかり把握し、常に研鑽を積み重ねて参りたい

と考えております。本年は部会活動の積極的な推

進と更に活動範囲を広げ、NPOの 理念に基づき

広域的な貢献を果たすべきだと思っております。

何卒更なるご支援とご鞭撻をよろしくお願いしま

す。
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新 年 の ご挨 拶

明けましておめでとうございます。

北九州市は昨年、市制犯周年という節目の年を

迎えました。人間に例えれば “不惑"の 歳であり、

将来の飛躍に向けた地歩固めが進んだ年でした。

相次いでオープンしたリバーウォーク北九州や

平尾台自然の郷などが創り出す新しい賑わいは、

「人の集うまち北九州」「観光都市北九州」への変

貌を強く印象づけました。

また、地域経済の活性化をさらにステップアッ

プさせる北九州国際物流特区の創設や、雇用回復

への確かな道筋を示した、一万人雇用創出計画の

策定にも取り組みました。産業振興においても、

半導体などの情報産業に加え、自動車関連の部品

メーカー進出など、確かな成果をあげつつありま

す。また、北九州エコタウンでは、大手飲料品メー

カーのリサイクルエ場が操業するなど、ますます

日本を代表する環境産業の拠点としての地位を揺

るぎないものにしています。

今年は、市民生活に身近な分野を中心に、昨年

着手した新たな取り組みを、市民の皆様の目に見

える形にしたいと考えています。

Jヒ九ナ‖市長 末 吉 興 ―

まず、昨今の凶悪事件の多発を顧みて、関係機

関と連携しながら、暴力のない安全で安心なまち

づくりに全力をあげて取り組みます。

また、全国的に評価の高い 「地域福祉の北九州

方式」を新たなコミュニティの仕組みとして発展

させます。将来を担う人材を育成するため、「教育

の北九州方式」の創造や 「環境首都」に向けたグ

ランドデザインづくりにも取り組みます。

経済面では、引き続き、市内中小企業の支援や

国際物流特区をテコにした企業誘致に全力を傾け

ます。

一方、新北九州空港や響灘大水深港湾も完成ま

でもう一息です。また春には、待望の小倉伊勢丹

がオープンし、 」R門 司駅そばにはビアミュージ

アムが、若松北海岸にはフィッシャーマンズワー

フも完成し、まちの魅力が一層増すことでしよう。

厳しい社会情勢の中でも、大輪の花が徐々に開

こうとする。市民が真の豊かさを感じ始める。北

九州市の平成16年は、まさにそのような年にした

いと考えています。

NPO法人北九州テクノサポート
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麓1裏套 ,支援とIKTS着1動

正面安藤部長、右側山崎専務、鶴田会長、左側秦会長、

三上 (司会)本 日のテーマは、“モノづくり支

援とKTS活 動"、まずそれぞれの立場から、こ

のテーマに即して 1年 を振り返って頂きたい。

新しいモノづくり目指して

安藤 14年 度の大幅機構改革の一環として、知

的基盤の充実と活用による産業活性化を図るべく

産業学術振興局が設置され、産業学術推進機構に

産学連携と中小企業支援体制が一本化された。

この 1年、これらの取り組みの着実な進展が図

られた。その一翼としての中小企業支援センター

によるワンス トップサービスの充実強化にも努め

た。

15年8月 には、科学技術振

興会議の答申を受けて、新し

いモノづくりの街の実現を目

1 指し、「北九州市科学技術振興

指針」が策定された。

この指針では、既存企業の

高度化 ・活性化策と併せ、次世代産業の振興策を

2本柱とする産業活性化計画を打ち出した。

次世代産業としては、次の 7分 野<シ ステムL

SI、 環境情報、バイオ情報、ロボット、バイォ

生産、ナノマテリアル、クリーンエネルギー>を

重点に、新しいモノづくりの推進を図るべく、鋭

◇出 席 者 帥不同)

安 藤 英 和
北九州市産業学術振興局産業振興部長

山 崎 得 司
側)北九州産業学術推進機構専務理事

鶴  田 暁

北九州環境ビジネス推進会代表幹事

秦   吉 昭
NPO法 人・北九州テクノサポート会長

三 上   亨 (司会〉
″  理事 ・広報部会長

手前司会三上

意取 り組んだ 1年 でもあった。

実効期すのはこれから

山崎 われわれの0北 九州産業推進機構 (FA

IS)の 体制も、この 1年でしだいに整ってきた

が、その柱の一つである産学連携について言えば、

その結び付きはまだまだ弱いというのが実感であ

る。その意義 。役割りについてまだ学会での浸透

は浅く、社会的認知度も低い

段階である。

もう一つの柱である中小企

業支援については、総括的で

はなく重点的な取り組みが肝

要だと感じている。

“景気は持ち直している"と言われるが、当地で

の実感には程遠い。支援の中味は技術に限らず、

例えば市場開拓などが重要であり、総合的な支援

が図られねば、中小企業支援の実効は期せられな

いのではないか。

この 1年、実際の取り組みの中からこの感を深

くしており、これからの活動に期したい。

創立 5周年期に事業活発化

鶴田 われわれ北九州環境ビジネス推進会 (K

ICS)は 、地域の環境ビジネス関係43業者で構

成、昨年10月に創立 5周 年を迎えた。

当市はH9年 7月 に 「エコタウン事業」第 1号

地域指定を受け、環境先進都市として国内外から

一て
一

一み
一

一顧
一

一を

，

一年
一

こ||の■

-3-



北九州 TSニ ュース 2004. 1.20

高く評価されている。

会員の半数近くはエコタウンに進出している。

環境産業は、資源循環型経済社会の実現に向けて

今後成長著しい新産業と目されているが、会員の

大半はまだ収益以前の段階のようだ。

本会では環境ビジネスに関

する技術 ・市場情報の提供や

プロジェクトの企画創出、大

学、行政、他団体 ・企業との

交流連携、本会及び会員の活

動に関するPR、 情報発信を

事業内容としている。

5周年を迎えたこの 1年は、 これを期とする事

業の推進を図つてきたが、特に各方面とのネット

ワークづくりの強化に努めてきた。

法人化で部会活動強化

秦 本会は、従来のT・ S会 を発展的に解散、

15年4月 16日、非特定営利法人。北九州テクノサ

ポート (KTS)と して新発足した。

法人化は永年の念願であり

関係機関 ・団体からもつとに

期待要望されてきた。

新法人では、活動の中心を

部会組織におくこととし、こ

の 1年は、その編成に当たり、

全会員いずれかの部会に参加するよう呼びかけて

きた。この間は、産学連携その他従来事業も継続

してきたが、関係機関からの事業委託その他本格

的な受注開拓は、まだこれからの段階であり、法

人化と組織体制づくりに追われた 1年だつた。こ

の基盤に立って今後事業の展開を期したい。

ウィークポイントとして明らかにされた。中小企

業振興課や支援センターでは、従来対策の充実に

加えて、商談会や特別研修など起業化対策を含め

て支援内容の拡充を図つていきたい。

第 2の新産業育成では、重点 7分野についてす

でに実際的取り組みが進展、バイオやロボットな

どその産業化の芽が出てきつつある。この芽を大

切に育てていきたい。

併せて、既存中小企業の中でも新事業展開に向

けて意欲的な所には、積極的に支援したい。

それと国が進めている構造改革特区で、昨年11

月、北九州市を含めてロボット特区に認定された。

この認定により、一般公道上でもロボットを歩

かせる実証実験ができることになった。これは、

ロボット産業育成の大きな手がかりである。

われわれは、国際ロボット見本市に合わせてこ

の路上の実証実験をやりたいということで、現在

内部でそのプランを検討中である。

新産業創出にプロジェクト

山崎 中小企業支援では、例えば売上げが拡大

したとか新商品開発に成功したとか、具体的な成

果が出るまでにしたい。それには、研究開発支援

についてもラス トの商品化まで支援する体制をつ

くることが必要。従って、どうしても重点的な支

援になるが、ぜひ具体的な成果を挙げたい。

次に、新産業創出につながる大型プロジェクト

を積極的に起ち上げていきたい。それには、企業

の皆さんがぜひ積極的に参加して頂きたい。

例えば、昨年の実績では、太陽電池の開発が進

んでいる。これはNEDOの テーマとして、こち

らからの提案が採択された。 2年 間の研究開発が

成功すれば、今度は新たな実証段階のプロジェク

トが起ち上がっていく。それが成功すれば、当市

に新しい太陽電池関係のモジュールから部品産業

が育っていき、裾野が拡っていく。そういうプロ

ジェクトを考えている。

それともう一つ今年当たりから、知的クラス

ター創成事業の成果が出てきそうなので、その実

現のための努力をしていきたいと思っている。

国際化対応、連携の推進を

鶴田 今や環境ニーズが社会問題化され、市場

経済化されつつある。拡大生産者責任とか、ツト出

者責任が問われているが、例えば、家電をヨーロッ

三上 経済の先行きに明るさが見えてきたもの

の、当地では未だしの感が深い。この中でいかに

活性化を図るか。“中小企業支援"を 重点に、各

立場から新年の展望とプランを伺いたい。

7分 野重点に新産業育成

安藤 前述の産業活性化計画では、まず既存中

小企業対策を挙げている。管内各社のニーズや課

題は何か、アンケー トや事業所訪間を通じて、①

競争力向上 ②営業力強化 ③人材育成の 3点 が
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パに輸出したら、メーカーは廃棄まで責任を持て、

と言われるし、有害物質が入っていたら罰金が科

せられる。部品も安全性のチェックを受ける。

その対応状況によってランク付けされ、その商

品が受けるとかブランド化されるという傾向があ

る。その意味でも、これから環境産業は伸びてい

くだろうと思ってる。

私は中国から帰ったばかりだが、中国には既に

2万 5千 の日本企業が進出している。これからは、

日本対外国ではなくて世界の中の日本という位置

付けに変ってくる。KICSと しても、この際国

際ビジネス部会を作 り、ビジネスモデルのデー

ターベース作りを進めていきたい。

それと本年は、いろんな大学やNPOと も交流

を拡げ連携して、そのネットワーク化を進展させ

たい。KICSの 会員は、従来からの本業のコア

技術を活用してヨコ展開して環境産業に拡げてい

こうというメンバーが大半であり、大学や若いベ

ンチャーなどとの交流を通じて、われわれに足り

ないところを補っていくことが重要である。

今やバイオもナノテクも横展開の産業なんで、

従来のタテ割りから脱却して、広く交流連携の輪

を拡げていく時代が到来していると思う。

部会活動軸に自力開拓を

秦 われわれ100名近くのメンバーは、企業の技

術者OBが 主体である。持っているポテンシャル

は、かつて培った知識経験やノウハウであり、そ

の知的財産を埋もれさせるにはもったいない、そ

れを少しでも社会のお役に立たせたいというのが

原点となっている。

NPO法 人として新スター トしたが、まだまだ

社会的認知度は低い。これから先の 1年 も、いろ

んな方法を使ってPRし 、認知度をアップしてい

きたい。

行政、企業、大学などいろんな関係方面には一

層のご支援ご協力を願いたいが、われわれとして

はかつてのテクノセンター当時と違って、独自に

自力を発揮する力もつけねばと考えている。

会員はそれぞれの得意分野を持っているので、

部会活動の中からその力を生み出していきたい。

すでに市の環境局や産業博物館などから仕事の

引き合いを頂いているが、これに加えて環境問題

に関連した市民活動への協力も、今年は何らかの

形で考えてみたいと思っている。

三上 KTSは 法人化され

たが、本格的な事業展開と財

政基盤の確立はこれからの 1

年が正念場になるのではなか

ろうか。

ラス トに、ご支援ご協力を

頂くご出席各位から、辛日のご批判を含めて、期

待並びに要望をお願いしたい。

提案型支援の掘り下げを

安藤 KTSの 皆さんの持つ力は、市にとって非

常に貴重な財産だと認識している。

特にお願いしたいのは、産学連携など従来から

の活動は当然として、企業と企業の間をつなく
゛
活

動にぜひ取り組んで頂きたい。昨年、若手経営者

と一緒の勉強会を開いたが、それまで横同士の繋

がりが全く欠けていたことを皆が痛感していた。

今からの産業活性化計画の具体化の上でも、ぜ

ひKTSの ご支援ご協力をお願いしたい。

山崎 例えて言えば、KTSは 非常に肥えた畑だ。

その畑に種子を蒔けば良い物が育つ。いろんな技

術 ・ノウハウを持った方がおられるので非常に期

待している。しかし、それがまだ良く知られてい

ない。PRに よる周知と提案型の活動が非常に重

要だと思う。 FAISと しても、この畑をぜひ使

わせて頂きたい。そのためにも、ぜひ良い提案を

お願いしたい。          |

鶴田 中小企業はいろんなニーズを持ってはいる。

しかし、環境がめまぐるしく変化するのでついて

いけなくなっている、特にニュービジネスとか新

しい研究開発とかでは。これには、単なる支援の

域を越えて、プロジェクトリーダーとして会社に

入り込んで成果を出す、学者やFAIS当 たりと

連携して、そこまで踏み込んだ活動はできないか

検討されてはどうだろうか。

<こ の後、秦会長の謝辞があり閉会>

|     :奪 出総嚢轟聾な操麟済秘|     |

| この座談会は、紙数の制約からご発言の一 |

1部を圧縮又は割愛させて頂きました。しかし、|

1大意はお伝えしたつもりです。ご了承方お願 |
|いします。              |

-5-
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ll=轟構籍籍議難:難総
初年度は組織づくりに重点

部会参加を広く呼びかけ

特定非営利法人・北九州テクノサポー ト (略称。

KTS)は 、平成 7年 7月 に結成されたToS会

を発展的に解消、14年12月12日に設立総会を開催、

新たなスター トを切りました。

15年3月 28日に福岡県知事の認証を頂き、 4月

16日に設立登記を行い、NPO法 人として正式に

発足をみました。

その事業運営については、理事会が決議機関と

してその任に当たります。役員のメンバーは、次

のとおり。

会 長 秦 吉昭

副会長 仲 隆喜、小川 勝

理 事 本村 隆、米澤 昌、三上 亨、

″  泉舗昭雄、泊 正雄、石川 浩、

〃  安東 静

監 事 増田幸一

発足以降理事会は、毎月 1回 (原則として第 1

H15。コ130理 事会 (マリンテラスあしや)

週火曜日)欠 かさず開催し、運営の衝に当たって

きました。

実施事業の推進を図る中心は部会組織とし、理

事会での審議を経て、その種類、機能、責任者等

を決定しました。その内容は下表のとおりとなっ

ています。

本会では、この部会活動を事業推進の推進力と

位置づけ、全会員に対し希望調査を実施、いずれ

かの部会に参加するよう呼びかけました。

部会の性格や機能により、その所属数には開き

があります。また、活動状況にも差がみられます

が、すでに全部会とも活動を進めています。

昨年12月理事会 (一泊 。自費負担)で は、発足

以来の歩みを総括、本年 1月 6日 の新年理事会で

は新たな事業の芽生えがみられるなど、明るい報

告が出されました。その活動概況は次のとおり。

1ヽ ′ヽ1′
“
:′ヽ1′
“
1′
"1′
|ヽ′||′ヽ:′ヽ:′ヽ ′

“
:′ヽ1′
“
:′
“
|′ヽ1′ヽ1′ヽ1′

"i′
′ヽⅢI′
“
|′
“
:′ヽ1′ヽ1′ヽ1′ヽ1′ヽt′ヽ:′ヽ1′

“
:′
“
1′
“
t′ヽ1′
“
|′Ⅲl′ヽ ′ ′ヽ ′ヽ

“
|′̈1′ヽ1′ヽ:′ヽ:′

◇ 部 会 組 織 一 覧 表

称名 主 た る 機 能 及 び 対 応 機 関 責 任 者

事業部会 1.企画 2.運 営 3.検 証 4.反 映 秦

事務局 1総 務 ・総会 2.運 営 (規程、規則)3.経 理、財務、会計 米澤

技術 。経営支援部会

1技 術 2経 営 3.販 売 4.営 業 5.研 究開発 6新 製

品 。新商品開発  7.中 小企業支援センターとの連携 8中 小

企業のシーズ ・ニーズ調査 9.中 小企業との連携 10.受託業

務 11提 言

秦

産学連携支援部会

1.大学等シーズ ・ニーズ調査 2マ ッチング 3.産 学連携セ

ンターとの連携 4.大 学高専 。公設試との連携 5.中 小企業

との連携 6国 。県 ・市 ・公的機関との連携 ・受託業務 7.

知的所有権センターヘの協力 8.提 言

石 川

ISO支 援部会
l ISO認 証取得支援 ・コンサルティング 2.同 研修企画 ・

指導 3.同 メンテ 4.受 託業務 5提 言
/1メヽ||

ECO支 援部会

1.調査提言 2.環 境 ・省エネ支援 。研修 。指導 3中 小企業

支援 4エ コタウンとの連携 5.市 環境局との連携 6.受

託業務

仲

IT支 援部会

1.NPO・ 北九州テクノサポー トホームページ企画・管理

双方向交流 ・新技術情報 ・情報提供 3.情 報化支援 4

アネットワーク事業 5.受 託業務

シ エ

2

安藤

広報部会
l NPOoKTSニ ュース 2情 報の提供 3.関 連機関との

連携 ・情報交換
三 上
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☆部会活動概況

○技術 日経営支援部会
。 15.7.14世話人会開催、8.26支援部会初開

催、それ以降適時部会開催。

・ 訪問活動 FAIS、 北九州商工会議所

(10。7)、県商工部新産業技術振興課 (10.9)、

0県 中小企業振興センター、山口銀行セミ

ナー (11.10)等、関係機関 ・団体訪問。

・ 北九州市産業技術博物館サポー ト員の登録。

・ 北九州市入札資格登録 (15.7～16.9)。

・ 企業情報検索システム入力業務受託 (9.1

～10.31、20M D、 約210社)業 務完了。

・ FAIS中 小企業支援センターヘ。

窓口相談員 2～ 3名 。

専門家派遣 9名 (上期 延べ18回)。

・ 北九州市産業技術博物館より、「企業調査・

デジタルアー トカイプス化業務」について協

力依頼。

○産学連携支援部会

・ 法人発足時に21名でスター ト。7.25第 1回

全体会議を開催。

既に個人としてそれぞれの箇所で産学連携

活動に従事している方が殆どであり、初年度

は会員個人それぞれの経験を生かして、FA

ISを はじめ、市、県、大学等への提案をし

ながら事業を企画していく方針を決定。

・ 会員の中島浩衛 。大同大学名誉教授の 「プ

レス成形難易予測評価システム」<中 京地区

自動車部品製作企業と産学共同で進めた実用

化研究>を 北部九州の自動車部品メーカーヘ

紹介 ・導入、金型製作現場での具体的問題解

決を進めることを目的として、「産学連携研究

会」を本部会として企画、県商工部新産業 ・

技術振興課へ提案、来年度発足の予定。(参画

企業 5社 、研究会拠点 :北九大国際環境工学

部、事務局 :本NPO法 人)。
。 「福岡県ものづくリシンポジウム」(2.20開

催予定)。県商工部より講演者依頼あり推薦。

・県ものづくり推進会議について協力依頼。

OISO支 援部会

・ 部会員13名で構成、原則として毎月定例会

を開催。

・ ISO内 部監査員養成講座、 ISO取 得後

の保全指導等を実施。

。 「エコアクション21」(IS01個 01より簡易

な環境管理システム)普 及セミナー<2月 6

日開催>に ついて、市環境局より実施機関と

しての協力依頼。

OECO支 援部会

・ 部会員 9名 で構成、原則として毎月定例会

を開催。

・ 北九州市環境局国際協力室が企画する 「環

境国際ビジネス意向調査」について、海外企

業と地元企業とのビジネスマッチングを効果

的に行うための調査を、北九州市内及び近郊

企業約100社を対象に実施、うち訪間調査企業

32社分の調査を受託調査中。

OI丁 支援部会

・ 部会員 8名 で構成、原則として毎月定例会

を開催。

・ KTSの インターネットによる広報活動及

びホームベージの企画 ・製作 ・管理を実施。

・ サーバー等を設置して、ネットワークシス

テムを構築。
。 北九州地区内中小企業を対象に、「IT化

に関する実態調査」を実施中。

○ 広 報 部 会

・ 部会員 6名 で構成、夏期、新年 2回 の会報

発行前に編集会議を開催。

・ 会報夏期号 15.8.11発 行、8P。 1200部

〃  新年号  16. 1. 20発行、12P 。1200音『
鴫[′ヽ1′ヽ1′ヽ1′

“
1′
“
1′
“
1′ヽ1′
“
1′鴫′
“
t′
“
1′ヽ:′
“
:′ヽ ′ tヽ′ヽ1′晰|′

“
I′
"|′“
I′

ただいま会員89名

KTSの 16年1月 20日現在会員数は89名です。

これを専門分野別にみると、次のとおり。

機械 。金属 34名 (38%)

技術 。経営 。管理  24名 (27%)

電気 ・電子

化学

情報 。通信

その他

合 計

http://tsk.ktc.ksrp.or.jp/
KTSホ ームベージは、上記のとおりです。ア

クセス回数は、着実に増加しています。

「情報交換コーナー」では、会員に限らずどな

たでも投稿できるよう門戸を開放しています。ご

活用下さい。

12名 (14%)

9名 (10%)

8名 (9%)

2名 (2%)

89名 (100%)
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継続的 0総合的支援活動展開を

(財)北九州産業学術推進機構

中月ヽ企業支援センター長 三 木 昌 義

NPO・ KTS会 員の皆様におかれましては、

すこやかに新春を迎えられましたこととお喜び申

し上げます。
'04年の日本経済は果してどのように展開する

のでしょうか lデフレ基調の中、輸出関連、情報

関連業種が先導役となり、製造業を中心とする各

企業の経営改革努力の成果とも相まって、少なく

とも前半は昨年末の緩やかな底堅い動きが続くも

のと思いますが、 これも多くのリスク要因 “世界

経済、為替、テロ、行政改革、年金、税制等々"

の動向次第であろうと考えられます。後半は再び

下降線を辿る可能性もあると予測されます。

現在の経済情勢はあまりにも不安定要素が多く、

先行きを読むことはきわめて困難ですが、いずれ

にしても “悪化シナリオをベースとして早日早目

の対策を講じておくことが肝要"と 考えます。

さて、私達のクライアントである地域の中小企

業にとっては、マクロ経済の動きがどうであれ依

然として厳しい状況が継続するものと思われます。

特に個々においては、格差がますます開き、ま

だら模様がさらに鮮明になるものと考えます。

こういう状況の中で、勝ち残っていくポイント

はやはり 「差別化された技術 ・製品」、「経営者の

意欲と組織の活力」、「計画的 。適宜な会社運営」

が絶対不可欠です。

この観点から私達中小企業支援センターとして

は、単発的、部分的な支援ではなく継続的、総合

的支援活動を今年度は本格的に展開していくつも

りです。もちろん従来の支援活動は継続してまい

りますが、特に支援すべき対象を明確にし、長期

的かつ集中的に支援 ・関与することでその成果を

確実なものとし、支援企業とその喜びを分かち合

いたいと思っております。

この推進につきましてはTS会 として発足以来、

長年にわたって支援活動を展開してこられたKT

Sの 皆様方とのタイアップが不可欠で、この紙面

をお借りしひとつひとつの具体的支援につき、さ

らなる協業をお願いする次第です。

最後になりましたが、KTS並 びに会員各位の

ますますのご発展をお祈り申し上げます。

新年のわが社

その 「希望」と 「危機」

明けましておめでとうございます。

併せてKTSと しての初めての新年、心よりお

祝い申し上げます。TS会 と私との関わりで印象

に残っているのは、仲副会長とご一緒した海外で

の商談会で、大層お世話になりました。

さて、私の所属する 「しまだ福祉用具研」は福

祉 。医療機器の開発、製造、販売を専門に行うこ

とを目的に平成13年12月に設立しました。

有限会社 しまだ福祉用具研

技術顧問 嶋 田 裕 之

平成14～15年はFAISの ご支援で 「産学官連

携事業」で 「障害者 ・高齢者の自立、就労」を支

援するテーマで助成を受け開発を進めています。

共同開発者は九州歯科大学と労働福祉事業団総合

せき損センター及び産総研の皆さんです。

今春の内に新商品 1～ 2を発売予定で頑張つて

います。販売や製造に関しKTSの お世話になる

ことがあると思います。技術顧間として他の社員

-8-
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とともに 「希望」「夢」を膨らませている春です。

一方、私は株式会社アダブテクノの代表に昨年

9月 より就任しています。これにはいきさつがあ

ります。平成13年10月に当時のアダブテクノは、

ある会社 (商社)の 100%子 会社となり、私は代表

を退いていました。

昨年 8月 その商社が自己破産しました。アダブ

テクノ商品のユーザ (全国的及び海外)か ら商品

供給の継続を求める強い要望があり、またご支援

を頂き、再度代表に就任した次第です。

現在は、アダブテクノの代表として破産管財人

との交渉、またアダブテクノの主銀行との関係な

どで、頭も体も全力投球しています。

この件については、 FAIS(中 小企業支援セ

ンター)か らご支援を頂き感謝しています。

アダブテクノについては、その 「名」より事業

の継承だけは絶対に続けます。

新春の挨拶というより2つ の社の現状報告にな

りましたが、あえて現状を公表することにより、

自らの新春の決意に変えたいと思いました。

「しまだ福祉用具研」の新商品 (Made in KITA―

KYUSHU Japan)の海外雄飛の可能性と、「アダブテ

クノ」の事業継承の実現を目指して、今年は社員

とともにZ旗 を掲げ奮励努力します。

KTSの 皆様ならびに関連企業の皆様のご健闘

をお祈りします。

1冊|
最近の環境問題は地球温暖化防止への対応、循

環型社会の構築、新たな化学物質の規制など極め

て大きな拡がりを持っている。特に廃棄物場の逼

迫、資源制約に伴う問題を背景に循環型社会形成

の基本原則が定められた法制度も制定された。18

世紀後半の産業革命により化石燃料等の消費が急

速に増加、わが国に於ても明治～昭和初期まで大

規模工場は少なく、三井 。三菱等の財閥系企業主

体で、金属鉱山の精錬に伴う亜硫酸ガス、スライ

ムを河川へ、石炭鉱山の選炭水の川への放流によ

る限られた地域であった。公害の原点は、足尾鉱

山の鉱毒事件から始まったと言える。昭和30～35

年以降、大規模工場等が出現し大量生産時代とな

り、国民も豊かとなり電気製品や自動車の普及で

大量消費、廃棄の時代に入つた。かつ都市化も進

展、都市ゴミ、建設廃材、残土、廃自動車 (シュ

レッダーダス ト)等 が問題となり、生産活動に随

伴する副生物はそのまま廃棄するのが安上りで、

毒物は水で希釈して川や海にたれ流し、ガスは煙

突を高くして大気中に放出すれば水や空気が希釈

してくれるという発想は水俣病、四日市喘息に代

表される公害という手痛い経験を経て、環境汚染

わが国の環境問題と
ECO支 援部会の取り組み

K tt S理事 泊 正 雄

物質の排出は行政によって厳しく規制 。監視され

るようになった。また、土に穴を掘つて生ゴミ、

プラスチック、建設廃材等一緒くたに投入覆土す

るとか、海岸にコンクリー ト等で護岸を作って埋

立て土地造成をする発想で埋立ててきた。一般廃

棄物は5000万t/年 、産業廃棄物は約 4億 t/年

となり、特に紙中心から石油製品 (塩ビ、塩素含

有サランラップ、難燃性プラ、廃家電、廃OA等 )

を焼却するとダイオキシン類発生や化石燃料使用

でC02に よる地球温暖化、エアコン冷媒フロンに

よるオゾン層破壊の問題が発生、1992年地球サ

ミットで地球温暖化要因が話し合われ、1993年わ

が国も環境基本法が制定され、1998年COP3で

化石燃料燃焼に伴うC02削 減率 (日本は1990年の

6%)の 話し合いが行われた。環境は人類を含む

地球上の生物の存続の基盤であり、将来も共有す

べきもので、ECO支 援部会員として北九州市が

進めておられる環境首都創造の環境配慮型都市造

りに協力して行きたいと思っています。

-9-
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福祉用具研究開発センター

企 業 案 内

昨年11月に開いた広報部会で、20M年 新春号の

編集方針を協議、KTSに 近しい企業 ・団体の紹

介案内を掲載してはということになりました。

その第 1号 として、「福祉用具研究開発セン

ター」さんに自羽の矢を立て、同月28日、秦会長、

三上理事の 2人 で同センターの工藤義高所長に面

会、所内を見学しお話を承りました。

以下はその案内記です。紙数の制約でほんの要

約版になりましたたが、いささかでもご参考にな

れば幸いです。

◇組織の概要

○所在地 北九州市小倉北区馬借 1-7-1

北九州市総合保健福祉センター lF

O所  属 (社 福)北 九州市福祉事業団

:○ 設 立 平成10年4月

:○ 組 織

。所 員 8名 (所長 1、総務 2、 開発 2、

販売 3)

。会 員 正 会 員 12社

賛助会員 12社

○組織の沿革

少子 ・高齢化社会の到来で、長期展望に立った

対策が要請されています。

この大きな流れの中で本センターは、北九州市

と②北九州活性化協議会の提唱により、平成10年

4月 に設立、12年4月 に社会福祉法人 ・北九州市

福祉事業団の一部門となり、現在に至っています。

○事業目的と業務内容

その目的として

(1)福 祉用具を切り口とした 「地域全体の産業

活性化」

(2)市 民、保健 。医療 ・福祉の現場の人たちに

喜ばれる 「福祉用具の開発」

の2つ が掲げられています。

この目的に添って、次の 3事 業を実施。

1福 祉用具の研究 ・開発 ・事業化支援

・ 北九州市内企業の技術シーズを活用し、市

福祉用具開発センター・開発展示品

場ニーズに適応した新商品企画
。 研究開発に参画企業を募集、企業間プロ

ジェクトの推進
。 研究助成金申請、研究開発の支援
。 開発商品の生産 ・販売形態の調査、最適事

業形態の検討

2企 業への支援
。 アイディアはあるが商品化が困難な企業 ・

個人へ、可能な企業の斡旋

・ 販売ルー トの検討、確保など販売に関する

支援

3福 祉関連情報の収集 ・発信

・ 集積情報の商品企画への活用

・ 集積情報の企業、団体及び福祉用具利用者

への提供

本事業のキー ・ポイントは、まず新商品の開発

にあります。正会員各社と当センターが共同で開

発、商品化した福祉用具が10社16商品、販売ルー

トに乗せられ、年商 6千 万円 (H.14実績)規 模に

なっています。

販売エリアは、福岡、山口、大分県を中心に、

その主対象は高齢者施設、この販路拡大のための

マーケティング戦略の確立が最重要課題となって

いるようです。

北九州TSニ ュース新春第 2号

をお届けします。ToS会 ニュー

ズから通算すれば第15号です。

2年 目に入つたKTSに も明るい芽がふき

出しつつあります。

ご寄稿ご協賛を頂いた各位に厚く御礼申し

上げるとともに、今後一層のご支援ご協力を
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お願いします。 (T.M)



り精密により高品質に ′

インセラミックス&

赫騨驚鮮 盪都聰趾徳諾

保全から創造ヘ

より豊かで快適な環境を創造する総合技術コンサルタント

環境アセスメント・環境計画・環境設計・環境創造・環境管理

環境調査・測定分析・環境エンジエアリング・メンテナンス

野
骸輪役鶴 田  暁

本 社 〒8040003 Jヒ九州市戸畑区中原新町2番 4号 Te(o93)8830150
em」  kankyo@kan・Teccoo Fax(093)8830701

営業所 福岡 ・長崎 ,大分     研究所 北九州市若松区向洋町1021

ウォータージェット&レ ーザー精密切断

精密な切断ならお任せ下さい。(多くの材質に対応)

切るだけでは駄目のお客様は精密板金部門で対応。

佳秀工業株式会社
(北九州メタルアー ト研究会事務局)

北九州若松区南二島二丁目24-10

TEL093-701-3131 FAX093-701-2111

ホームページ httpブ/www.kasyu.co.jp

E rnail:kasyu@kasyuoco.jp

・温度計測用諸機器  …………お気軽に

・産業用諸機器    ご―報下さいノ

(之曇楷1言:[F[埜[堡暑[｀
附属品
)

ヤマ リ

I雉1山里産業株式会社
北九州営業所長 堤    康  弘

〒805-0008北九州市八幡東区枝光本町815

TEL 093(671)5834 FAX 093(662)3652

施設。在宅用徘徊感知器
非接触個体識別装置
……・お気軽にご相談を〃

株式会社 ア

代表取締役 町島

〒8040064 ゴヒ九州市戸畑区沖台 2-13-16

TEL(093)873-0170

FAX(093)873-0175

ダブテクノ

之裕田

CAD、 CAMの 導入・活用、
生産管理のご相談は当社へ/

郷 脅曇荘エ
ーエスエー0システムズ

代表取締役 麻 上 俊

〒804-∞031ヒ九州市戸畑区中原新町 3番 3号

TEL(093)882-0100

FAX(093)882-0066

泰

目■・
■ ■

代表取締役社長                 愉劣ittY

波多野  浩

璽九州大薄カリレ
■本社 ■バイオ事業部 ■西日本調剤センター薬局
北九州市小倉北区大手町13-4 〒803‐0814
T[L093-592‐0511〈代) FAX093‐592‐1206
e―ma‖卜kmed@05 alphatec orip
home page,httpッフヽぃ″n″alphatec orJprkmed/

■●町でttr_at医療ぬ静手伝い.

株式会社キューリン
MEDICAL LA30RATORY
〒8060046北 刃 Nヽ市八幡西区森下町27番25号

TEL 093 642 391l Rヽ X0936423967

“K● L▲ "
21世紀に向け最7FFrサィェンスの助っス。

これからは、情報も技術も専門化の時代です。

遺伝子関連の技術は、K● L▲ にお任せ下さい。

―H―



福祉現場のニーズに応えた商品を、

指Ψ噸等聯施新路操曇集′
□■■■ヨヨ固日回■■■D ●

●折りたたみ介護ベッドに動昇降型〉 ●セーフティシール「ほつとシール」
吉川機械工業株式会社               日本乾溜工業株式会社

●おむつ交換カート「さわ や か も もち ゃん 」 ●座位保持機能付き車いす 「エイブルチ ェア」

株式会社セントラルユニ             株式会社有面製作所

・鶏 鰍 曇 騰 曇
p編 祉施設 病院船   ● エ イ ブ ル ク ッ シ ョ ン

・環晏基盤り俳P'伊機
Mtt yO可 ●

穆 ど』を雇11繁協会
°笙ど聴慧秒爺繁

覆温階鶏義酬]計覗ンタ…
北九州市小倉北区馬借171Jヒ 九州市総合保険福祉センターlF
〒802‐8560 Te1093‐513 1815 Fax093-522-8771

『モノづくり液術で社会に貢献する』

吉 川 機 械 工 業 株 式会 社

営業 品 日 ._般 産業機械の設計製作及び

工作機械の修理、改造
・真空包装機械の製造
・介護ベッドの製造販売

T804-0077
北九州市戸畑区牧山海岸 4番 17号
TEL(093)883-0884 FAX(093)883--0908
E―mコ|:yヤkwman@yoshkawa m― ico"
Home page:http://www yoshkawam colp
Horrle page:httpブ/shndalgo co」p真 空包装機械の紹介

産業廃棄物処理

プラスチックリサイクル

溶剤リサイクル

本社 北九州市八幡西区御開2丁目51 丁EL 093 691 2790

北九州エコタウンエ場 北九州市若松区響町1丁目6219

高野興産株式会社

あらゆるニーズにチャレンジします !

国 婦西日本抵抗器製作所
Nish:‐Nlppon Resistor Mf9,cO.,Ltd.

代 表 取 締 役 三
藤  伸

一

■重電用抵抗器の設計、製作ならびに販売

■ロボット周辺装置の組立、ケーブル加工

■各種機械加工

本 社 〒8060011 1ヒ九州八幡西区紅梅2丁 目1-1

TEL(093)631-4131 FAX(093)641-0763

H P:http:〃 www2 odn nejp/ad179470/

営業所 東京 。大阪

各種表面処理に関することなら「美 と機 能 を
創 造するiE田口Wコ」におまかせ下さい:

営業種目
①各種電気めっき  ②プラスチック成形及びめっき加工
③各種研磨加工   ④その他表面処理
⑤産業機械製作・販売 ⑥住宅関連機器販売及び施工、メンテナンス

θ5洒 川金属工業株式会社

1舅彗洛」罫無理雷1=x①"躙_"∞珊ホームページアドレス httpノ/wwwishlkawa―k coJp     お '

福岡県北九州市八幡東区西本町4-5-1
TEL・・。(o93)681-7195
FAX・ (̈o93)681-7196

■理翻田困m屁肇田日 =用 FAX:(093)68171971

真空洗浄乾燥機の専門メ…カー
・環境にやさしい洗浄技術

・精密洗浄(リードフレーム材～)、長尺品洗浄(20mパイプ～)まで‖

献鏡アクアテック
代表取締役 堂 元 雅 洋

九州工場 〒8114311福 岡県遠賀郡遠賀町老良48512

TEL093-291-5231 FAX093-291-5230

E lllail aqa@aqa t.co.jp

URL  http://、 ～～～
へv.aqa tco.jp

邦博

番 8号

7705

からだにやさしい生活

● 浄水シャワーの必要性

● 快適な睡眠と健康のために開発されたハイテク素材によるエアクリーン

● 体の中からキレイになるこだわりの豆腐製造機および豆乳

NPO介 護支援ネットワーク協議会ふくおか会員

有限会社 千  素
を シ ズ
代表取締役  安松

〒8020001北 九州市小倉北区浅野 2丁 目9
小倉興産KMM南 館 3F
TEL&FAX (093)533-
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